
要　旨紹介
　この研究部報告には，3編の報告が掲載されているが，その利用の参考のため，・各報告の要旨を紹介

する。

　1　「青少年の生活意識と価値観（第3報告）」

　現代の非行少年がどのような生活意識や価値観を持っているかを把握するとともに，平成2年と10年

に実施された同種調査との経年比較を行い，また，非行性による相違を明らかにすることを目的として，

少年鑑別所在所少年を対象として意識調査を行ったものである。

　（1）家庭生活に対する満足度は，次第に上昇しており，7割以上の者が「満足」と回答していた。家

　族との関係について，「家族との話を楽しいと感じる」，「自分の将来について，親に話したい」とす

　　る者の比率が上昇するとともに，親に対して，「気軽に話ができる」，「悩みを打ち明けられる」など

　　とする者の比率も上昇し，父親や母親への親和的感情が高まり，心理的距離が縮まりつつあること

　がうかがわれる。

　　他方，家庭生活に対して「不満」とする者の不満理由を見ると，最近の経済状況等の影響で，金

　銭面での貧富の差をより強く実感するようになり，それが家庭生活への金銭的な不満へとつながっ

　ていることがうかがわれる。

　（2）友人関係に対する満足度も，次第に上昇してきており，今回調査では，8割近くの者が「満足」

　　と回答していた。友人関係では，当たり障りなく楽しみを共有でき，寂しさを紛らわす相手になっ

　てくれる友人を求める傾向が徐々に強まっていることがうかがわれる。

　　友人関係に対する満足度では，非行性による有意差が認められた。少年鑑別所初入者と比較して

　再入者の方が満足度が低く，「相手にけっこう気をっかっている」，「あまり深刻な話はしない」など，

　友人関係に距離を置いていることがうかがわれる。

　（3）調査結果の総合的統計分析では，非行少年の生活満足度，対人感情及び対人態度の構造及びそれ

　　らの関連について検討した。因子分析では，非行少年の対人感情の因子として，劣等感，無力感及

　び不信感の三つを，対人態度の因子として，自己優先的態度及び状況依存的態度という二つの因子

　　を抽出した。

　　さらに，これらの因子の関係を検討したところ，生活満足度が低下すれば，劣等感や不信感等が

　強まり，偏った対人態度も強まる等の関連が見いだされた。

　2　「非行少年の保護者の意識」

　全国の少年院に収容されている少年の保護者が，養育態度，非行原因，少年院教育への期待等につい

て，どのような認識を持っているかを調査したものである。

（1）子育てでは，「誰とでも仲良くできること」，「社会のルールを身につけること」など，多くのこと

　を大切と考えてきたとほとんどの親が回答していた。ただし，子供には多くのことを期待する一方

　で，子供の手本となる生き方を大切と考えてきたとする親の比率はやや低かった。また，子育ての

　問題としては，「子供に口うるさかった」，「夫婦の子育ての方針が一致していなかった」，「子供の好

　きなようにさせていた」ことを挙げる親が多かった。

　　子供の非行の原因については，「本人の問題」とする親が最も多く，次いで，「友人の問題」，「家

　庭の問題」の順であった。非行原因を子供本人の自覚の問題や付き合っている友人の問題と認識す
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　る親が多く，それらと比較すると，家庭の問題と子供の非行を結び付けて考えようとする親はやや

　少なかった。

（2）非行少年の父親と母親との間には多くの点で認識に相違が認められた。父親の方が子育てに対す

　る関心の乏しさが問題であったと認識している比率が高かったのに対し，母親の方は，過干渉が問

　題であったと認識している比率が高かった。子供の将来や親子関係についても，父親の方が今後を

　楽観的に見ているのに対し，母親の方は，指導の行き詰まりや親自身の変化の必要性を感じている

　比率が高かった。

（3）調査結果の総合的統計分析では，子供の非行に対する現在の認識によって，親の認識のタイプを

　「問題の外在化」（子供の非行への対応に行き詰まり，交友関係の悪さなど非行の原因を外部に帰属

　させようとの認識），「親変化の自覚」（非行の立ち直りのためには親自身が変化することが必要との

　認識），「子供信頼」（子供が必ず非行から立ち直るとの認識）の三つに分けて考えることによって，

　様々な特徴が浮かび上がり，それぞれの親の認識のタイプに応じた働き掛けにおける留意点につい

　て考察を行った。

　3　「少年院教官から見た最近の非行少年」

最近の少年非行の質的側面を分析するため，少年院に勤務している法務教官が，最近の非行少年につ

いてどのような認識を持っているのかを調査したものである。

（1）日々，非行少年と行動を共にし，その改善・更生に取り組んでいる少年院教官の60％以上が，最

　近，非行少年の抱える問題の中身が変化し，70％以上の少年院教官が，その変化によって非行少年

　の処遇が困難になっていると感じていた。

　　非行少年の保護者については，「子供の行動に対する責任感がない」，「子供の言いなりになってい

　　る」，「子供の行動に無関心である」と指摘する回答の比率が高く，指導力に問題のある非行少年の

　保護者が「増えた」と認識している少年院教官が80％を超えていた。

　（2）非行少年のどのような問題性の変化によって，非行少年処遇の困難度が増しているのかを明らか

　にするため，非行少年の資質面，規範意識面，交友関係面等の問題性に関する項目の回答結果を因

　子分析したところ，衝動性，同調性及び対人障害性の三つの因子を抽出できた。

　　これらの三つの因子の中では，衝動性因子に含まれる項目の選択比率が他の因子に含まれる項目

　　より比較的高くなっており，少年院教官は，最近の非行少年の問題性の変化として，衝動性に関連

　する問題性が特に大きくなっていると認識していることがうかがわれる。

（3）保護者の指導力に関して，具体的にどのような問題が増えているのかを明らかにするため，保護

　者の指導力に関する項目に対して因子分析を行ったところ，過干渉，虐待，期待過剰，無関心の四

　つの因子を抽出できた。最近の保護者の指導力の問題として抽出された四つの因子の中では，特に，

　無関心，無責任の問題が大きくなっていると少年院教官が認識していることがうかがわれる。

　　家族関係の問題に関する項目の回答結果に対する因子分析では，交流希薄関係，葛藤関係，引き

　　こもり関係の三つの因子を抽出できた。これらの三つの因子の中で，少年院教官は，最近の家族関

　係の問題として，家族間の交流が希薄になっている点が特に大きくなっていると認識していること

　がうかがわれる。
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